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　新年明けましておめでとうご
ざいます。
　会員の皆様はじめご家族の皆
様には、新春をお健やかにお迎
えのこととお慶び申し上げます。

　昨年は、大きな自然災害が相次いで発生し、年明け
の1月後半から、九州鹿児島県の新燃岳の噴火、そ
して3月 11日の東日本大震災と続き、特に東日本
大震災は未曾有の津波と原子力発電所の事故などで今
なお多くの人たちが避難所での暮らしを余儀なくされ
ています。
　本県におきましても、9月 3日から4日にかけて
の台風12号による大災害が発生し、多くの方が被害
をうけられました。
　この自然災害を通じて私たちは多くの課題と教訓を
学ぶことができました。
　本会として、東日本大震災に際しましては、会員
の皆さん方に義援金の募集を行ったところ、総額
4,128,045円が集まり、県へ贈呈しました。
　また、台風12号にかかる義援金は、本会から50
万円を県に贈呈したところであります。
　現在の経済情勢は、世界的には、EUにおけるギリ
シャやイタリアなどの金融財政問題、タイでの洪水問
題など、また国内では、円高や電力不足、増税などに
よる企業の海外への進出による空洞化問題、TPPの
問題など不安定な状況が続いています。
　私たちが、一日でも健康でより長寿することがすべ
ての願いであります。
　私たち高齢者の生活にとって、年金、医療、介護、
税制は重要な課題であり、これら社会保障の改善に向
けて、全国の仲間と一緒になって取り組んでまいりま
す。
　また、会員の交流と親睦をはかりながら、会員相互
ならびに現職との絆を深める活動を進めます。
　この一年が皆様方にとって、ご健勝でご多幸な年に
なりますようお祈り申し上げまして新年のご挨拶と致
します。

和歌山県知事

　　　　 仁　坂　吉　伸

　新年あけましておめでとうご
ざいます。県職員退職者会のみ
なさまには、健やかに新春をお
迎えのこととお慶び申し上げま

す。
　また、平素は、県行政の推進に対しまして、それぞ
れの立場からご支援、ご協力をいただき厚く御礼申し
上げます。
　本県に甚大な被害をもたらした昨年9月の台風12
号により被災された貴会の会員並びにご家族の皆様方
に対しまして、心よりお見舞い申し上げます。また、
被災された方々に多くの義援金を支援いただき、重ね
て御礼申し上げます。
　迅速な復旧、復興に向け、「まけるな !! 和歌山」を
合言葉に、全力で取り組んでいるところでありますが、
退職者会の皆様方におかれましても、ぜひ、それぞれ
の地域や立場からご助言、ご指導をいただければ幸い
です。
　さて、ご承知のとおり、我が国は世界に冠たる長寿
国として、5人に一人が65歳以上の高齢者であり、
平成27年には団塊の世代が65歳以上になることか
ら超高齢社会の到来を迎えることとなります。
　このような状況の中、「元気な和歌山」を創造して
いくため、高齢者が活躍できる地域づくりや高齢者を
地域全体で支えていく仕組みの整備が肝要であり、県
の総力を挙げて取り組んでまいります。皆様方には、
県職員として培ってきた多くの経験をご教示いただ
き、よき先輩として、なお一層のご支援とご協力をお
願いいたします。
　結びに、和歌山県職員退職者会の皆様、ご家族、ご
関係の皆様方にとりまして、本年が素晴らしい一年で
ありますこと、そして、ご健康でお過ごしになられま
すことを心からお祈りいたしましてご挨拶とさせてい
ただきます。
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〔23.11.10～ 11　愛知県豊橋市
　　　　　　：出席者数　452名－うち本会4名〕
　会場は、愛知県豊橋市の、ホテル日航豊橋で、第
40回定期総会が開催されました。総会は、会長挨
拶、来賓挨拶、経過報告、運動方針案、役員一部改選
などについて、説明、質疑が行われ、可決承認されま
した。

〔組織の現況〕　2011年 9月30日現在、
　　　　　　　（　）書きは前年
　単会数　434単会（427単会）
　会員数　234,610人（230,790人）

[2012年度運動方針（抜粋）]
①社会保障の充実をめざします
　生活できる所得を保障する、安定した年金制度をめ
ざします。
　公的国民皆保険制度を堅持して、国民全てが必要な
とき十分な医療を受けられることを確保するための
医療制度改革をめざします。
　人間の尊厳を守り、社会的介護を実現する介護保険
制度を実現。など
②公正な税制をめざします

　高齢者への年金課税強化に反対し、控除の復元を求
める。など
③25万自治退をめざし、組織の拡充を図り、関係組
織との連携を強めます。
④効果的で効率的な組織運営につとめます。
⑤福利厚生活動を強めます。
　「安心総合共済」をはじめとする自治退の保険事業
を推進します。
⑥具体的な運動の展開
　社会保障・税制などの課題について、関係団体と連
携しながら署名活動、要請行動などに積極的に参加
など。

[ 経過報告（抜粋）]
①高齢者医療制度改革
　高齢者医療制度改革会議は、2010年 12月に最
終まとめを公表した。各利害関係者代表が参画した
場であるため多くの項目が折衷的にならざるを得な
かったものの、年齢による別制度をとらない、職域・
地域保険を分立させる、国保の財政運営単位を広域
化する、など退職者連合意見と重なる方向でまとま
った。まとめを基礎にして2011年春の通常国会
に法案提案をめざしたが、法案提案に至っていない。
速やかな法案提出と成立が求められる。

②年金制度
　2007年に国会に提出された「被用者年金一元化

和歌山県職員労働組合　

　執行委員長　坂  頭  徳  彦

　新年あけましておめでとうご
ざいます。
　退職者会の皆様方には、健や
かに新年をお迎えのことと心か
らお慶び申し上げます。また、

日頃から、私たち県職労の運動にご理解とご協力を賜
り厚く御礼申し上げます。
　昨年は、2月の鳥インフルエンザ、3月の東日本大
震災、9月の台風12号と、日本また和歌山県におい
ても大災害が発生した１年でありました。被災された
方々に、あらためて心からお見舞い申し上げます。ま
た、会員皆様方には多額のカンパや復興に向けた活動
にご協力いただき、ありがとうございました。ともに、
復旧・復興には、相当の時間と費用がかかると予想さ
れています。引き続きご協力賜りますようお願いする
次第です。

　私たちは、これらの災害において、家族や地域社会
にはじまり、人と人との絆、共助や支え合いがいかに
大切であるかを、再確認いたしました。
　また、2008年秋のリーマン・ショックに象徴さ
れるグローバル金融資本主義の破綻では、市場原理主
義や新自由主義的対策が、格差や貧困の拡大など社会
の不条理をもたらしたことを知らしめ、今世界はこの
反省から、安全・安心を社会の基盤とし、支え合う社
会へ転換しようとしています。
　そして、多くの人が、医療・年金等社会保障に不安
を感じる中、さらに進むであろう超高年齢社会を安全・
安心で、元気に生活していくためにも、人と人が繋が
り共に支え合う温かい社会を築き上げなければなりま
せん。
　本年も、現職・退職者会、「現・退一致の運動」に
ご理解とご指導をよろしくお願い申し上げますととも
に、退職者会の皆様方のご健康とご多幸を心からご祈
念申し上げ、新年のあいさつとさせていただきます。

全日本自治体退職者会の
第４０回定期総会報告
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法案」は審議されることなく解散によって廃案とな
った。その後、新政権の下で社会保障と税の一体改
革が議論され、ここであらためて被用者年金一元化
の方針が示されて、再度検討課題となっている。前
回法案の問題点であった「追加費用」の削減をやめ
ること、共済年金の「職域部分」を廃止するときは
これに代わる新制度を検討することを引き続き主張
すると共に、あらためて共済組合組織の存続を主張
している。

　2010年 3月に設置された「新年金制度に関する
検討会」は、中間まとめを公表したが、具体的制度
提案に結びつかなかった。2011年 2月スタート
の「社会保障改革に関する集中検討会議」は、6月
に「社会保障と税一体改革成案」をまとめ閣議報告
した。成案は、長い期間目次どまりで具体案に達す
ることのなかった「全国民を対象とする所得比例年
金創設」「税を減資とする最低保障年金」を事実上
棚上げして、現行制度の改革を中心に考え方を示し
た。その後、成案に基づき社会保障審議会年金部会

等で具体化が検討されている。

③税制度
　年金所得者の申告手続きの簡素化が決定され、公
的年金等の収入金額が400万円以下で、かつ当該
年金以外の他の所得が20万円以下の者について、
2012年申告分から確定申告が不要となった。た
だし、住民税の申告は必要。（医療費控除等で必要
な者は申告できる）

 和  歌  山  支  部

世界一の日本庭園と「足立美術館」並びに

「蒜山・大山スカイライン」の旅に参加して

　10月 5日（水）和歌山支部71名の参加を得て、
標記バスツアーを実施いたしました。長距離の日帰り
旅行にもかかわらず、元気な面々が久しぶりの再会に
わいわい言いながら和歌山を出発。
　長時間のバス乗車中も、飲物や菓子類をほおばりな
がら会話も弾み、皆元気そのもの……。
　昼食場所である蒜山高原は、間もなく紅葉時期を迎
えるなと感じさせる初秋の趣を漂わせる静寂で広々と
した中で、大自然の澄み切った空気を胸一杯吸い込み、
心身共に洗われる思いであった。（天候は、小雨模様

で周辺をのんびり散策出来なかったのが残念。）
　満腹に幸せを感じながら一路「足立美術館」へ。
　近年、新館のオープンもあり益々人気が高まってい
るのか、年間約60万人の入館者とのことであるが、
島根・安来市周辺の静な田園風景を眺めるに、そのよ
うな場所があるのかと思いつつ到着すると、駐車場は
多くの観光バス、その人気の程が伺える。
　「庭園もまた一幅の絵画である」と、創設者「足立
全康」自身がその魅力を表したらしいが、入館すると
5万坪の日本庭園と名画の絶妙な調和。
　歩を進めるたびに眼前に広がる閑雅な風情は、日本
画と相まって心を癒される思いがする。
　館内には、横山大観、竹内栖鳳、川合玉堂等日本画
壇の巨匠たちの作品1,500点が収蔵されているとの
こと。また、河井寛次郎、北大路魯山人の陶芸作品や
林義雄らの童画、蒔絵、木彫なども所蔵されている。
　見学・鑑賞の時間を長く取ったつもりであったが、
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名園と名画が奏でるゆるやかなくつろぎの世界に浸っ
ていると時の経過を忘れさせてくれた。
　帰路も、和やかな中で、またの機会の参加を約しな
がらそれぞれの家路についた。
　自然と芸術を満喫できた初秋の良き一日であった。

 伊　都　支　部

古都大阪の自然と名所周遊の旅

　当支部は4月の総会と秋の旅行が原則として主な
事業であります。今年も例年にならい 10月 26日
（水）に「連合近畿ブロック高齢・退職者連絡会」の
ハイキング大会開会式に出席の後、古都大阪の自然と
名所周遊の旅を実施いたしました。
　本年は、大阪府庁の移転問題で名を馳せた「コスモ
タワー」での昼食と「サンタマリア号クルーズ」への
乗船及び「海遊館」の観賞で童心にも返っていただき
たいという企画をいたしました。
　今後の支部活動には若い世代や女性の参加がより求
められると思われますが、幸いにも今年は例年にも増
して80歳を超える3名を含め42名の参加をいた
だきました。また、3年続きの船旅となり約半数が女
性の参加者という有難い結果となりました。
　午前8時に最初の出発地である笠田小学校前で3
人の会員を皮切りに順次9ヶ所でバス乗車を願い一
路開会式の会場である堺の仁徳天皇陵へ向け出発いた
しました。
　周辺の木々が色づき始めた開会式の会場には近畿各
地から千数百名の参加者で賑わっていました。約30
分の式典の後、我々は再度バスに乗車し昼食会場のコ
スモタワーへと向かいました。ビル47階のレストラ
ンでランチをいただきながら明石大橋までもが見渡せ
る雄大な景色を堪能し、会員相互の会話にも華が咲い
ていたものと思われます。
　その後は「海遊館」へ移動し、先ずは「サンタマリ
ア号」への乗船です。工場群を含めた大阪湾のクルー
ズを満喫しながらここでも会員相互に現役時の話題や
近況をそれぞれに語り合い談笑している様子が伺われ
ました。下船後は順次「海遊館」へ入場し、ジンベエ
鮫の優雅な遊泳や、イルカの餌やり等を見学し、それ
ぞれの会員が童心に戻ったような笑顔で談笑しながら
観賞されている姿が印象に残りました。
　帰路に着くまでは、それぞれの思いで時間を過ごし
16時30分に同所をあとにしました。
　この旅行で旧知の会員相互の親睦はもちろん、新し
い友を見つけられた会員もいると思われますが、この
出会いを大切に今後の日常生活に活かせていただけれ

ばこれ以上の喜びはございません。
　参加をいただきました会員様にはお疲れ様でした。
支部といたしましても前述しましたように、若い世代
の会員や女性会員の支部活動への参加を促すとともに
活動のより一層の充実を図る工夫を行なってまいりた
いと思いますので今後も支部活動へのご理解とご協力
をお願い申し上げます。

 西  牟  婁  支  部

台風 12号による甚大な被害

　9月の台風12号により被害に遭われた皆様に御見
舞い申し上げますとともに、犠牲となられた方々に心
よりお悔やみ申し上げます。
　田辺・西牟婁地方は広範囲にわたり甚大な被害を被
り、田辺市伏菟野地区では、大規模な土砂崩れにより
家屋の倒壊や5名の方が犠牲となられました。この
伏菟野地区の区長をされている「谷口順一さん」は県
退職退職者会の会員さんで、被災された当日から地元
民のために行政との橋渡しや、区民の方々のまとめ役
として奮闘されている状況が新聞などで報道されてい
ました。本当にご苦労様です。
　仮設住宅が地域内に建設され復旧、復興に踏み出さ
れたところです。一日も早い復興を願っております。
頑張ってください。

ゴルフコンペ開催

　素晴らしい秋晴れに恵まれ、今年度2回目となる
ゴルフコンペを10月20日（木）に開催しました。
　場所はラビーム白浜ゴルフクラブです。このコース
をホームコースにしている会員の方も多く居られます
が、今回の参加者は初めての方を含めてやや少なく
25名で、最高齢が78才になられる田中主一さんで
す。元気です。!!
　1日和気あいあいと楽しくプレーをした後、ソフト
ドリンクを飲みながら表彰式を行い終了しました。
　賞品は本人はもちろん、奥さんの機嫌も良くなるお
米や洗剤、ケーキ、晩酌の必需品の缶ビールなどです。
次回も多数の参加を !!
　成績は以下のとおり（ダブルペリア方式）
　　　　　氏　名　　　　 グロス　 ネット
　優勝　金谷　英二 さん　　96　　70.8
　2位　東　　保治 さん　　80　　71.6
　3位　木村　達雄 さん　　83　　72.2
　ベストグロス=78（39･39）　福田　晃久 さん
　お見事 !!
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ハイキング大会に参加

　連合近畿ブロック高齢・退職者連絡会主催のハイキ
ングに今年も西牟婁支部から貸切バスを用意して参加
をしました。参加者は例年より少なく24名で、80
才以上は4名です。
　朝8時田辺の西牟婁総合庁舎を出発予定に早くか
ら参集（いやはや皆さんさすが早起き !）されました。
途中乗車の方を乗せて参加者がそろったところで、事
務局から日程などを説明した後は、準備したビールや

持参されたお酒に口をつけ一気に盛り上がりました。
例年、ハイキングでの散策はもとより車中でのアル
コールが入ってからの会話を楽しみに参加をしてくれ
る方も多く居られるようです。
　開会式を終え、皆さん思い思いに散策・お弁当を食
べ、午後2時 30分に大仙公園を後にし、車中で記
念品として頂いた「包丁」は自宅で開封してもらう事
を念を押して無事帰路につきました。有り難うござい
ました。

海上自衛隊大阪湾展示訓練体験航海に感銘
　日高支部　柳　岡　楠　美

　去る9月 25日、自衛隊和歌山協力会訓練場・艦
艇誘致専任理事湯川忠さんから誘われて、護衛艦体験
航海に挑戦しました。自衛艦に乗るのは初めてのこと
で、全てに興味津々思い出に残る旅でした。この日は、
台風15号一過とともに天気も回復して航海日和とな
りました。乗艦客は早朝から和歌山本港中埠頭第二岸
壁に続々と集合し、護衛艦2隻に分乗し、千人余り
が参加したそうで、訓練展示見学の人気に驚きました。
私達が乗艦したミサイル護衛艦「はたかぜ」〈4,600
トン〉は、正午過ぎに出港、約9ノットで大阪湾〈淡
路島洲本市沖～関西国際空港沖〉の海域を目指しまし
た。訓練展示自体は和歌山港、大阪港、神戸港、淡路
島洲本港から出港した艦艇12隻、潜水艦一隻、航空
機〈練習機、ヘリコプター、飛行艇〉が合同演習に参
加しました。艦艇編隊航行、航空機展示飛行、救難飛
行艇離着水展示を勇壮に挙行しました。
　特筆すべきは、「はたかぜ」による7発の空砲発射
で、緊張感が高まり、いくたびか耳をふさぎました。
この機会にイージス艦に次ぐ主力艦の内部を観察した
い一心で隈なく艦内を回りました。隊員食堂で応急食
糧の乾パンを試食し、機関室では機関士の大江3等
海尉さんと対話したり、スナップ撮影を楽しみました。
艦橋では操鑑に専念する乗組員のチームプレーを見学
しました。ここは艦長が指揮するコントロールタワー
と言われる部署です。艦長の許しをいただいて、司令
席に座り双眼鏡を借用、一日司令の気分を味わいまし
た。このような護衛艦では、航海計器、エンジン系
統、搭載兵器等は、全てコンピューターシステムでコ
ントロールされているそうです。旧海軍と違って今日
では、乗組員に高度の技術力が求められているとのこ
とです。まさに制服を着た技術者集団と言ったところ
でしょう。

　ところで、今回参加した艦艇、航空機の多くは、東
日本大震災現地で物資輸送、救援活動等に従事してお
り、報道機関は被災地での自衛隊員の救助活動を称え
ていますが、私自身も艦内で見学者と真摯な態度で親
切に和やかに接しているのを垣間見て、被災住民が救
助活動に当たった多くの隊員と接することで、勇気づ
けられ心が和んだことは、事実だろうと得心しました。
心温まることです。国民から慕われる自衛隊員であっ
てほしいと、私は思います。
　ただ、我々の心すべきことは、海自約4万の隊員
全ての本務はあくまでわが国の防衛であり、厳しい訓
練によって、国民の安全と安心を確保されること。そ
して、災害などの不測の事態発生時においても外的脅
威は決して容赦しないことを再認識したいと思いま
す。5時間に及ぶ体験航海も迫力ある多彩な訓練展示
によって退屈する一間もありませんでした。本艦は明
日母港の横須賀に向け出港とのことでした。
　今回の体験航海で海上自衛隊の任務の一端を知るこ
とができました。自衛隊員の皆さん、ありがとう ! タ
ラップを降りる時に自衛艦旗に敬礼、「はたかぜ」の
安全なる航海と隊員各位のご活躍ご多幸を祈念して離
艦しました。
　

親
しん

　鸞
らん

東京都日野市　久　保　直　一
　親鸞、1173年、京都・日野の里に生まれる。
昨年1月から1年間、五木寛之様の連載小説、親鸞〈東
京新聞〉を楽しく拝続し、その一部を抜粋しました。

風雨強かるべし⑧275日目

　親鸞は膝
ひだ

をのりだして、山
やまぶし

伏、弁
べんねん

円にいった。
「おすくいくだされ阿弥陀さま、ではない。われらの
念仏とは、自分がすでにしてすくわれた身だと気づい
たとき、思わずしらず口からこぼれでる念仏なのだ。
ああ、このようなわが身がたしかに光につつまれて浄
土へ迎えられる。なんとうれしいことだ。疑いなくそ
う信じられたとき、人はああ、ありがたい、とつぶや

会員さんの声会員さんの声
亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨 亨
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く。そして、すべての人びとと共に浄土へいくことを
口々によろこびあう。その声こそ、真の念仏なのだ。
そなたも、わたしも、身分も、修行も、学問も、戒

かいりつ

律
も、すべて関係なく、人はみな浄土に迎えられるのだ。
地獄へおちたりはしない。そのことを確信できたとき、
念仏が生まれる。ただ念仏せよ、とは、それをはっき
りと感じとり、ああ、ありがたい、とよろこぶべし、
ということなのだ」
　弁円は「信が先、念仏は後、ということでござるか」
「念仏するなかで生まれてくる信もある、とわたしは
思う」と親鸞の言葉
　

南加和歌山県人会 100周年記念式典に
参加して

和歌山支部　矢野平　　籬
　南カルフォルニア和歌山県人会100周年記念式典
が2011年 11月 13日（日）ロサンゼルス郊外の
地クアイエットキャノンで盛大に挙行されました。内
外の要人によるメッセージ、祝辞が多数述べられると
共にアトラクションなどもあり、主催者の力強いあい
さつがありました。
　私の祖父母がこの地に移り住み、子孫がこの地に居
住しているので、この式典に個人として妻と共に参加
しました。いとこ達と旧交を温めることができました。
まず、ことばは私と同年代の3世がかろうじて日本
語を話せますが、4世以降の人々は日本語は話さず
当然ながら英語です。私共は英語は話せませんので大
変残念でした。ディズニーランド、日本村、リゾート
カジノ、ゲティセンター美術館等へ車で移動はフリー
ウェイ1日約 400kmスピード時速約110km、左
ハンドル車で身を縮めた。飛行機の乗り換えと長時間
着席、やはりアメリカは広く遠い、多民族で文化感覚
の相違を感じた。和歌山県人会の皆様のお幸せを、心
からお祈り申し上げます。

夢の中の問答
那賀支部　下　岡　英　夫

はじめに
　大病をしてから毎晩というほど、よく夢を見ます。
それも、亡くなった両親、伯父、伯母、職場で一緒に
働いていた先輩、同僚、後輩等で、亡くなった人達が
夢に多く出て来ます。「早う来いよう」という意味か
も知れません。
　先日も19歳で特攻隊員として、鹿児島県の知覧
特攻基地から出撃し沖縄の米艦隊に体当りして戦死し
た、小学校の2級下のＭ君が夢に出て来て、
Ｍ君　しばらくです。お元気ですか。もうとっくに、
こちらに来ていると思いまして、名簿を繰ったの
ですが、のっておりませんでした。

英夫　私も2回程大病をして「三途の川」を渡ろう
としたのですが、「閻魔大王」の許可がおりず、下
界へ戻されました。

Ｍ君　そう、それでは「閻魔大王」に、次は許可を貰
うようお願いしてみましょう。そりゃそうと、今
年お幾つになられたのですか。

英夫　おかげさまで満87歳になりました。
Ｍ君　そうですか、数えでいえば米寿ですね。お目出
度うございます。私の兄も確か、あなたと同級生
だったと思います。兄が昨年4月にやっと私共の
仲間入りしました。逢ってみると、これが兄さん
かと最初は信じられませんでした。それもそうで
すね、私が娑婆で暮したのは、16年間で、航空兵
を志願して70年降りに逢ったのですからね。

徴兵検査
Ｍ君　戦時中によく言われた非国民、国賊という言葉
は覚えておられますか。だんだん戦争に嫌気がさ
してくる人たちが増えて、反戦あるいは厭戦的な
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「流言飛語」がところどころで飛び交うようにな
りました。これを憲兵や特高警察が徹底的に取り
締まり言論の自由などカスほどもなくなりました。
「新聞にはこう書いてあるけど、全然違う。負け続
けだよ」と言っただけでもたちまち引っ張りにく
るという状態でしたね。

英夫　そうなんです。男はすべて兵隊に行って、国に
尽くすということでした。

M君　そうすると、英夫兄やんも兵隊に行ったんで
すね。

英夫　はい。敗戦1年前に、入隊しました。
M君　へえ、兄やんも体格が、あまり良くなかった
と存じていますが。

英夫　あなたもご承知のように、日本は徴兵制で男子
は満20歳になると毎年4月に徴兵検査が全国で
一斉に行われました。検査の結果は、その場で検
査官から壮丁に伝えられました。区別は甲種、乙種、
丙種と分かれており、平時の時には甲種合格のみ
が兵隊に行ったんです。私の父親なんかは検査の
結果甲種合格となったのですが、国が兵隊の人員
を削減するため甲種合格者の中から籤を引いて、
当たった者は「甲種合格籤逃れ」といって、兵隊
には行かなかったのです。戦争が激しくなってか
らは乙種は第1、第2、第 3と分かれ全員現役兵
として入隊したのです。恥ずかしながら私は第3
乙種と判定されましたが現役入隊したのです。

M君　乙種は 3段階の合格判定があったのですね。
その下の丙種はどうなりました。

英夫　丙種はそのままで、平時は兵隊に召集されな
かったのですが、戦時中は丙種も検査が終ると召
集令状で（俗にいう赤紙という）すぐ召集された
のです。

〈次号につづく〉

　会員の相互交流、親睦を目的に連合和歌山高退連に
よる大会が下記の通り開催されます。皆さん、日頃の
成果を発揮してみませんか？
　多数のご参加お待ちしています。
１．日時　平成24年3月7日（水）
　　受付　９：３０～　対局　１０：００開始
２．場所　和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ） ３階
　　　　　　和歌山市北出島１－５－４７
　　　　　　ＴＥＬ　０７３－４２５－３３３５
３．協議方法（囲碁・将棋共通）
　ア、個人戦
　　　Ａクラス　２段以上の方
　　　Ｂクラス　初段以下の方
　イ、ブロック別にリーグ予選（１人３対局）を行い、

トーナメントで決勝戦を行う。
４．審判　組織内の段位者（各１名）
５．表彰　１～３位（賞品）、参加賞
６．募集人員　囲碁・将棋各４０人
７．締切日　平成24年2月10日（金）まで
８．申込先　和歌山県職員退職者会事務局
　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ　０７３－４２８－２０９０
　　（参加者には、レク保険・昼食弁当・賞品付き）

「第16回囲碁・将棋大会」開催「第16回囲碁・将棋大会」開催「第16回囲碁・将棋大会」開催「第16回囲碁・将棋大会」開催
参加者募集！

平成 24 年 1月 1日　（7）社団法人　和歌山県職員退職者会第１４３号
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　10月 26日（水）絶好のハイキング日和となり、
130 名（うち 80 歳以上 14 名）（本会 64、伊都
42、西牟婁24）が参加しました。
　JR和歌山駅東口を 9時にバス 2台で出発、途中
泉大津SAで休憩し、会場に向かいました。
　11時から開会式が行われ、近畿各地からの参加者
は、1,240 名（うち 80歳以上は 115人）とのこ
とでした。
　開会式後、思い思いに昼食をとり、その後三コー
ス（仁徳陵古墳一周約 3Km、履中陵古墳コース約
3.6Km、大仙公園散策コース）のうちから選択する
ことになっていました。
　皆さん三々五々出発して、14時に集合し、帰路に
つきました。
　途中、明治のヨーグルト館を訪問し、ヨーグルトの
製造過程などの説明を受けながら館内を見学しまし
た。「このように衛生管理が徹底された工場で造られ
ているのであれば、安心して食べられるなー」との意
見も聞かれました。
　その後、近くの国華園に寄り、18時 10 分頃に
JR和歌山駅東口に到着しました。
　本会からの参加者の64名の内訳は、和歌山支部

43名、那賀支部 4名、海草支部 11名、有田支部
6名でした。
　参加して頂きました皆さん、どうもありがとうござ
いました。

　11/17（木）関西電力琴の浦球場において、県内
の各団体の高齢・退職者122名が参加して、第6回
グランドゴルフ大会が開催されました。本会からは、
16名（女性 3名、男性 13名）（和歌山支部 9名、
那賀支部4名、日高支部3名）が参加しました。
　絶好のゴルフ日和となり、日頃から練習をしてこの
日に備えた者、1年ぶりにクラブを握った者や初めて
クラブを握った者、初心者からベテランまで様々な人
が一緒になって、一日楽しくプレーしました。スコア
は当日の天気のように良い人、そうでない人などそれ
なりに頑張っていました。
　成績は、男性（参加90人）と女性 ( 参加 32人 )
に分けて表彰されました。

　なお、本会参加者のうち上位入賞者は、次の通りで
す。
　　男子　2位　津田　充啓 さん（那賀支部）
　　女子　3位　田村美津江 さん（和歌山支部）

第６回グランドゴルフ大会（報告）第６回グランドゴルフ大会（報告）

大阪堺市、「仁徳陵と大阪堺市、「仁徳陵と
古墳群めぐりハイキング」古墳群めぐりハイキング」
大阪堺市、「仁徳陵と
古墳群めぐりハイキング」
大阪堺市、「仁徳陵と
古墳群めぐりハイキング」（報告）
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次の方々が、めでたく８０歳の傘寿をお迎えになりまし
た。益々お元気でお過ごしなされますようお祈り申し上
げます。（敬称省略）　　

次の方々が、ご逝去されました。慎んでご冥福をお祈
り申し上げます。（敬称省略）

※個人情報保護のため掲載できません ※個人情報保護のため掲載できません

み
な
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ん
の
広
場

で
す
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ど
し
ど
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応
募
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だ
さ
い
。
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（１）『確定申告』の時期迫る！
 （イ）税務署からのお知らせ
①確定申告は正しくお早めに！
　平成 23 年分の所得税の確定申告相談、申告書の受付
及び納付は、平成 24 年 2月16日（木）から同年 3月
15日（木）までです。
　還付申告の方は、平成 24 年 2月15日（水）以前で
も申告書を提出することができます。
②年金所得者の申告不要制度
　公的年金等の収入金額が 400万円以下で、かつ、公
的年金等に係る雑所得以外の各種の所得金額が 20万円
以下である場合には、確定申告は不要です。
（注1）この場合であっても、所得税の還付を受けるための
申告書を提出することができます。

（注2）公的年金等以外の所得金額が20万円以下で所得税
の確定申告書の提出を要しない場合であっても住民税
の申告が必要です。

③確定申告書等作成コーナ－ /電子申告！納税（e-Tax）
　確定申告には、便利な国税庁ホームページをご活用く
ださい。
※例えば、「確定申告書等作成コーナー」を利用すると…
　画面の案内にしたがって金額等を入力することにより
所得税、消費税、贈与税の申告書や青色申告決算書など
を作成することができ、印刷すればそのまま税務署に提
出することができます。
　また、作成したデータは、e-Tax（国税電子・納税システム）
送信用データとして利用することができます。
　詳しくは、国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp
④ e-Tax を使って所得税を申告すると…
•平成23年分の所得税の確定申告を本人の電子署名及
び電子証明書を付して、申告期限内に e-Tax で行うと、
所得税額から最高4,000円の控除を受けることができ
ます（平成22年分以前の確定申告で本控除の適用を
受けた方は受けられません）。
•所得税の確定申告 e-Tax で行うと、医療費の領収書や
源泉徴収票等は、その記載内容を入力して送信するこ
とにより、提出又は提示を省略することができます（確

定申告期限から3年間、書類の提出又は提示を求めら
れることがあります）。

•e-Taxで申告された還付申告は早期処理しています。（3
週間程度に短縮）

（ロ）確定申告時に、本会で募集した東日本大震災の義援
金にかかる寄附控除証明書を希望される方は、事務局
まで連絡願います。
　　なお、既に連絡頂いております方については、１月
に入ってから順次お送りします。

（ハ）申告に必要な保険料の納付証明書は無くさないよう
にして下さい。

（２）会員名簿の作成について
　会員名簿を２年振りに全面改訂しましたので十分活用
してください。作成に当たっては、各支部の皆さん方にご
協力を頂きありがとうございました。
　校正については、十分留意したつもりですが、万一誤
記等ありました場合、お詫び申し上げます。記載内容に
変更あるいは誤記等ありました場合には、なるべく書面（は
がき等）で事務局までご連絡をお願いします。
　会員名簿は、本会活動にかかる連絡・周知及び各種情
報の提供、さらに会員相互の親睦・交流の増進に資する
ことを目的に作成したものでありますので、会員以外の方
への配付はいたしません。
　つきましては、本名簿は個人情報保護の大切さを考慮
頂き、上記以外の目的に本名簿を利用・提供すること、
あるいは本人の同意を得ることなくみだりに他者に漏らす
ことなどによって、個人の権利・利益を侵害することのな
いよう、適切な取り扱いをお願いします。

　会報に関するご意見や要望等をお寄せ下さい。
　投稿もお待ちしております。「会員の声」は
原稿用紙２枚以内、「文芸：俳句等」は３句以内、
その他写真等をお気軽にお送り下さい。

★次号（４月号）の原稿は、
　2月24日（金）までに
　お願いします。

隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅

　和歌山税務署のご協力を頂いて、“e-TAX”（国税
電子申告・納税システム）及び申告書記載要領等の説
明会を開催します。
　ご希望の方は、ご出席下さい。なお、参加希望の方
は、予め事務局へ連絡願います。また、個別の相談は、
時間の都合でご遠慮願います。
①日時　平成24年1月27日（金）
　　　　午後1時30分から
②場所　和歌山県書道資料館会議室
　　　　　和歌山市西汀丁６１
　　　　　ＴＥＬ　０７３－４３３－７２７２
③講師　和歌山税務署職員

　11月1日に、台風12による災害義援金として本
会から、50万円を中村会長より仁坂吉伸和歌山県知
事にお渡ししました。
　被害を受け
られた方々に
心からお見舞
いを申し上げ
るとともに、
1日も早い復
興を願ってい
ます。

事務局からのお知らせとお願い事務局からのお知らせとお願い事務局からのお知らせとお願い

確定申告・"e-TAX"説明会の確定申告・"e-TAX"説明会の
 開催について開催について
確定申告・"e-TAX"説明会の
 開催について
確定申告・"e-TAX"説明会の
 開催について（退職者会主催）

台風１２号災害義援金を県に贈呈台風１２号災害義援金を県に贈呈台風１２号災害義援金を県に贈呈
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